
この作品では、子どもたちが直面したいじめを

きっかけに、４人のゲストティーチャーを招いたオ

ンライン学習を通じて、子どもたちが社会にある

様々な差別に気づき、自分自身を見つめ直し、よ

りよい生き方をめざす姿を描いています。 

差別を許さない生き方はどうあるべきか、現代

社会に残る差別を解決していくために何ができ

るか、考えてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

人権啓発ビデオ上映会 

テーマ：同和問題 

作 品：「菜の花 （アニメ２０分）」 

日 時：９月１７日(水)  

午後３時半～  

場 所：３階 体育室 

 

 

テーマ：同和問題 

作 品：「差別のない社会へ 

       ー私たちはどう生きるかー 

(２０分)」  

日 時：９月１９日(金)  

① 午前１０時～ 

② 午後 １時～ 

③ 午後 ４時～ 

場 所：①②２階 集会室  

③１階 視聴覚室    

              

 

 

 昔々のお話。お上のおふれによって差別を

受けている村に、庄七という働き者の若者が

いた。庄七の楽しみは酒を飲むこと。 

 しかし、庄七たちは、本村の酒屋へ行って

敷居をまたぐことは許されなかった。この差

別に対して、腹を立てた庄七は、あることを

決心した。 

 

 
 

―― 隣保館からのお知らせ ―― 

人権啓発ＤＶＤ 新作紹介！ 

  
人権啓発映像ソフトライブラリーに新しいＤＶＤが加わりました。 

一人２本まで、一週間貸し出しを行っていますので、ぜひご活用ください。  

 
テーマ：こどもの人権 

作 品：「いじめ ～それぞれの想い それぞれの言い分～」（２３分） 

内 容： 近年、正義感ゆえの言動がいじめに発展してしまう事例が増えてい

るといわれています。この作品では、一見非があるように見えるいじ

めの被害者の事情、正義感がいじめに発展するまでに至った加害者

の気持ち、板挟みになる傍観者の心理など、様々な立場にいる生徒

を多角的に描くことで、相手の見えない事情を想像することの大切さ

を伝えます。 

 

じどうかんもあるよ 

  

 遊戯室や体育室のあそび場開放以外にも、図書室や交流サロン

で過ごすことができます。交流サロンは、児童館のおもちゃや折

り紙、塗り絵などで遊ぶことができます。図書室は、読書や宿題

をしている人もいます。友だちやきょうだいと一緒に楽しむのは

もちろんのこと、一人でも過ごすことができます。 

 


